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論文

高アジアにおける の封泥システム

飯塚守人

j封~;J 泥システムとは容若器;注tや1貧守 j庫i首車1在Zに 1半料世11í::

封i時印2寺弔11を施し， そこに印:埠言草章3主ニをJf拘押f可中1ドi捺することでで、， 物 植物文， ~仙1甘市I1 象文， 幾{何可竿学:文， その他の 8汀郁{類に

資のj所2ヲ芥!庁?イ有亨者の[明り列3示や内容物の{保呆護.官管:耳恐理Eを行う 分類を行い，それらの変i選整をAぷミし7たこO その示れ判粘J占1;呆，

一一連のf活舌E弱動v油JJで、ι;IJ)る。本稿が対対守象とするウバイド 主{体4本三となるモチ一フがウルクド中|

終末j期鴇 (印詰前有 5千f年1下三紀末) カか冶らウ/ルレク仁中!

千年紀仁中|ドコ頃) においてj用羽いられる手向印IH章手はス夕ン 良如|リj化.複雑化カが1ワ3主二{体本となるモチ一フの移り変わ

ブプOJ形杉のものが主{付体4本=で、ある。本J稿高のねらいはスタ るi時期!と一致していることから， この11寺WIまで

ンプ印章が多数出土しているテベ・ガウラゃ にそチーフの選択的採用や情報拡の拡大がl::slら

スーザの例を仁|コ心に， I::IJ主主のモチーフの変遷， れた可能性が示唆される。また新しい彫刻技法

規則化・複雑化，分布，彫刻技法， u:l j二コンテ の採用や印章・印影の特定胞設からの集111I'I<J 111 

クストといった基礎データを整理し，従来の定 士は" iiiT段階と J:UIi交してより効率化された封泥

説lこ対して再検討をj)j)えることで"，j.i)る。 システムが11在立していたことを推測させる。

本稿で、は印章・印影が有するそチーフを人物

1 はじめに

スタンプ印章とは石・粘土・骨といった素材ーから製作され， tr:p捺可能な刻文および形態を有

する遺物である。手Il面の径が 2cm以下の小型のものから， 10cmを超える大型のものまで存在し 3

l=rJ函や断面の形状も多岐にわたる。スタンプ印章は容器や倉庫などを粘土片で封印し，そのあ!;

土片に印章のモチーフを押捺することで，物資の所有者の明示や内容物の保護， を行うた

めに用いられていた。本稿では印章をj刊し¥た封印に関わる一連の活動を封泥システムとIl乎ぶ。

スタンプ印章および印影は実際に交換，貯蔵されていた物資とは異なり，交換活動や貯蔵活

動と直接的に結び、ついていた遺物である。そのため印章が有する様々な属性には，交換活動や

貯蔵活動の背景に存在する人間もしくは人間集団，社会の様相が直接的に反映される。 1=1]章の

研究は交換・貯蔵活動という祝点から社会の復元を試みる際に，有効な戦略になりえるだろう。

E 封泥システムを巡る研究と問題の所在

西アジアにおける印章の出現は先土器柔Ji-石器時代 B期後半に遡る 1)。新石器時代から銅石器
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第 l図 本稿で言及する遺跡;

11寺代にかけて， 1三n主主は平坦な印国に幾何学文や，動物文といったモチーフが彫刻されるスタン

プ型のものが主流で、ある。 時代が iごりを向石器時代後半になると 円筒の曲面が印面となる円筒

印章が出現し，その後四アジア地域全体に定着し，広く受け入れられてし 1く。ここで、は本稿が

対象とするウパイド終末期からウノレク仁|コ期にかけての例を lや心に， 1=11章・印影がこれまでの研

究でどのように取り扱われてきたのかを示し，本稿を記す意義を述べていきたい。

1970 年代までの印章・印影を取り扱った研究は，個々の遺跡、の報告の中で触れられたものや，

後続する 11寺代の1=11章との関連性が指摘される程度にとどまっていた。そのような状況の中，ア

ミエ (p，Amiet) はスーサ (Susa) から出土した多量のスタンプ印章を 3時期に区分し，さら

に断面のm~~犬ーからスタンフ印章を 4 つに分類した (Amiet 1972) 0 そこではスタンプ印章の断

面の形状と印面が有するモチーフの関連性がJ割高されている。さらにアミエはスーサ出土の印

章と，南部イランに位置するテペ・シアノレク (Tepe Sialk) ， タノレ・イ・パクン A (Tall-e Bakun A) 

や，ザグロス山脈西側に位置するテペ・ギヤン (TepeGiyan) のモチーフが類似、していること

をJ剖寵した。このiUF究の仁i二lで，スーサと他遺跡の関係性は明確に提示されなかったが，アミエ

の研究はスタンプI=IJ章の形態やモチーブに着 I~I し， I=j]章から地域間の関係性を探る分布論の先

!.~IZ けとなった。またI=IJ 章の断面iの形状から，形態分類をより体系的に行ったのが;常木で、ある。
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第 l表 対象遺跡の年代

B. C 南東アナトリア シリア ノ、ブールJ1!;荒減 北メソポヲミア 高メソポタミア 西ザグロス 時期区分

3000 

エアンナ ウルク後期

Vs-V テベ ギ ヤ ン

3400 ヱアンナ羽 VD 

ハジネピB2 テルブラク エアンナVlI ウルク中1¥月後半

T¥'I13 

3600 

ノ¥ジネピB1 テルブラク テベガウラV盟 エアンナ スーサc
T¥'I14-17 1X-V盟 ウJ[，.ク中J締結I半

3800 

テベガウラ エアンナ

ノ¥ジネピA IX-X XI司 X

テベガウラ エアンナ スーサ日 ウルク前J続
4000 テJ[，. フラク X I/XA X立

コサック シャマリ T¥'I18-19 テベギヤン

SectorB Leve I 5 VC 

4200 デイルメン テペ ポスト ウパイド矧 テベガウラ

71努 X 1 A/s エアンナ

北方ウパイドlIi続 テペガウラ XVI-XIV スーサA

X立 ウパイド終末J¥il

X IIA-Xm テベギヤン

Vs 

彼は先土器新石器n寺代 B!tJj後半からウパイド期までのスタンプ主をその形態から 5種類に分

類し，それぞれ帰属H寺期が異なることを指摘するとともに，スタンプがはじめから j"'ド燥に

J:i~ し 1 られたことを主張した(常木 1983)0 その後，常木はスタンプI=IJ 主主の形態を 8 稀類に l存分

類し，西アジア先史時代におけるスタンプ印章の変遷の概111各を示した(常木 1995)0

1990年代に入ると) I=P章・ I=P影に!認する研究は地))11し，その内容も多傑化していく。この

時期に行われた研究は主に機能・用途i論と分布論のし吋ぶれかを主題としたものがほとんどであ

る。

機能・使用法の研究は，各遺跡から出二tした印章および1=11影の詳細な分析から，封泥システ

ムの復元を目指すものである。 1990年代半ばには，良好な来rr資料の発見も い，封泥シス

テムの復元を試みる研究が多数行われた。北シリアのサピ・アピヤド (SabiAbyad) では，ハ

ラブ前期11直前にあたる層から，焼失集落が検出され，そこから約 300点の封泥片が発見された

(Duistermaat 1994; Akkermans and Ver・hoeven1995; Akkermans and Duistermaat 1997など)。 ドゥイ

ステラマート (Duistermaat)は出土した封泥j干の裏面に残された痕跡から，封泥が主にバスクッ

トや土器といった容器の封印にmし1られていたことを主張した。また封泥片がいくつかの部広

から集中して出土した事例を取り上げ，特定施設で、の物資管理が行われた証拠で、あるとした。

サビ・アビヤドの資料をもとにドゥイステラマートは印影のデザインが容器の内容物や搬出先

を表すものではなく，搬出元のサインで、あったことを明らかにした。そしてこのような封泥シ

ステムが，集落 11~1 の交易活動あるいは共同体によるtJ.'+践活動の場面で、pわ 1 られたと結論付けた。

集落全体が発掘調査された北メソポタミアのテベ・ガウラ (TepeGawra) では) XII層(ウバ

3 



飯塚守人

イド終末期)からV盟層(ウノレク中期前半)まで 7つの層位に細分され，各層から出土し

I=~影の分析が行われている (Toblar 1950; Rothman 1994， 2002など)。ロスマン (M.S. Rothman) 

はテベ・ガウラから出土した印影の痕跡から，封印が土器やバスケットに施されたもので、あっ

たことを明らかにした。さらに印章・印影の有するモチーフを具象;丈と幾何学文に分類し，幾

何学文を持つ印影が極めて少ないことを指摘した。またテペ・ガウラxn層一氏膚で、出土した印章・

印影の多くは集落の全体lこ点在しているのに対し， ウルク中期に当たるVIIIJ習では集中的な印影

の出土がみられる (Rothman2002) 0 ロスマンは印章やI=~影が出土している遺構を管理棟や神

殿と推測しているが，本格iではそれらは一般住居ではない特殊な遺構であるという認識にとど

めたい。このような状況からロスマンはテベ・ガウラの印章・印影は 所有権を示すもので、あっ

たとした。その中で遠方との交易の際に製品の生産地を明示するために押捺されていた可能性

があることを指摘した 2)。またこれらの作業を前提に，テベ・ガウラではウルク・エクスパンショ

ンの前段階(ガウラXII層)からすでに社会が複雑化しており，その傾向が継続されていたとい

うO その9=1で物資管理の行政的手続きを行う管理者が限定されていたことを強調した (Rothman

2002ラ 2004)。

南東アナトリアに位置するデイルメン・テベ (Degirmentepe) では，北方ウパイド IIJtJl (ウ

パイド終末期i併行)の層から多数の印章・印影が出土している。エシン (Esin) はこれらの資

料をもとに，印章のモチーフは所有者を象徴するものであり，その物資の所有権を社会的に主

張するものであった。また一部のモチーフに対して「特定の場所から出てくる類似したモチー

フ(烏の頭部を持つ人間など)を持つ印影は，その物資の所有者が神であったことを表し，ウ

パイドJ明のデイノレメン・テベ遺跡の社会の中で，宗教や経済，あるいは政治的な側面を支配

していた権力を持つ総織の人物によって取り扱われていた可能性がある j と主張した (Esin

1994: 79) 0 

同じく南東アナトリアに位置するハジネピでは，北方の在地文化の中に南方のウノレク文化が

入り込んだ後も在地文化が維持され，両者が共存していたとされる事例が報告されている (Stein

2000など)。ハジネビ (Hacll1ebi) は主に土器の分析からウルク文化との接触以前にあたる A

期(ウルク前期併行)， B 1 J1Jj (南方ウノレク cl::J期前半併行)，南方の物質文化が在地のアセンブリッ

ジに表れた B2期(南方ウノレク中期後半併行)の 311寺其1]に区分されている。土器の様相に見合

うように， A JザLBI期には在地のスタンプI=IJ章・ l=rJ影が出土している O そして B2期に入ると，

従来のスタンプ印章および印影に加え，ブッラや粘土板， IIJ筒印章が発見されている。これら

の出十コンテクスト 目すると，スタンプ印章の場合，在地系土器と共伴する例が多数を占

めるとしづ O 一方でブッラや粘土板，円筒1=1]章の場合，南方ウルク系土器と共伴する例がほと

んとやで、ある (Stein2000; Pittman 2000など)。さらにハジネビで、は印影のJJ台土分析が行われ， ウ

ルク系の1=1]影を持つ粘土板の胎土は南方由来のものであることが明らかにされている。ハジネ

ピの例は封泥システムの視点から南東アナトリア地域で在地文化と南方文化の共存の可能性を

4 
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な事例である。しかしながら南方系のコンテクストは在地文化との層位的な連続性に

よって裏付けられたものではない。ゆえにハジネピにおいてウルク中期に在地文化と，南方文

化の共存があったと早急に結論付けることはできないと思われる O

分布論ではアミエの研究を継承したものとして，南西イランから西ザグロス地域における印

・1=1]影を分析したラシャツド (M.Rashad) の研究やそれらの地域に北メソポタミアを加え

たウィッケデ (A.Wickede) の研究が代表的である (Rashad1990・Wickede1990) 0 彼らはウバ

イドIII其Ijからウルク期にかけての印章を集成し，地域間の関係性を追求している。特にラシャツ

ドの研究ではモチーフの類似性に基づいて，以前よりアミエが主張していた南西イランと西ザ

グロスの関係性が明確に示された。ウィッケデ、は地域l'Miの関係性を模索する中で，北メソポタ

ミアではウバイド期の早い段階からウノレク前期にかけて独自のスタンフ。印章が大量に使用され

ていたことを主張している。両者の研究は地域間の関係を整理し，新たな知見を提示している

が，層{立的な発掘例の不足から帰属層位が不明瞭な印章が多く，特にウノレク期の資料が限定さ

れ，大枠で捉えられてしまっている。

2000年代に入り， ピットマン (H.Pittman) が再び分布論の視点から地域間におけーる印章・

印影の関係性を追求している。彼女は先行研究において達成し得なかったウノレク矧の細分を，

近年の発掘調査によって蓄積した新資料と円筒印章を組み込むことで可能にしている。時期

ごとにまとめられた内容を詳しく見てみると， ウパイド終末期からウルク前期では，北メソポ

タミアのテベ・ガウラやニネヴェ (Nineveh) において型式が変化していった土誌とはなり，

スタンプ印章のモチーフは伝統的なものが使用され続けたと述べられている。続くウノレク仁|コWI

前半では印章製作において，南メソポタミアを[1]心にパギー・スタイル (baggystyle)や，カッテイ

ング・ホイール (cuttingwheeI)といった新しい彫刻技術が採用されたことを指摘した。さら

に同時期の南メソポタミアでは，円筒I=IJ章が出現しすぐに主体的な印章形態として定着するこ

とを明らかにした。一方でこの時期の北メソポタミアでは， 1日来の線刻による彫刻法が一般的

であることを述べ さらにモチーフの特徴として上下・左右が対称的に配された動物像や頚が

交差する一対の動物像をii出いた図柄を挙げている。ピットマンはモチーフや彫刻技法に表れる

南北の地域差を整理した後に， r北方地域は南方ウルク文化を一方的に受け入れていたのでは

なく， どちらかが優勢であったという状況は認められなしリという見解を挙げている (Pittman

2001: 418)。

最近の研究ではアナトリアに位置するアスランテベ (Arslantepe) VI A層(ウノレク後期併行)

における印影の分析から興味深い見解が出されている O アスランテべでは 2，000点以上の印影

片が出土しており， 211種類のモチーフが確認されている。 手11影の集i十!的な 1

1

=1=¥土が数ヶ所で確

認され，特に RoomA206は iラ228点の封泥片が集仁jコ的に出土しており，封泥の廃棄場ーだったと

想定されている O またここから出土した封泥にはドアの封印にmv¥られたものも多数確認され

ている。 ドア封泥は貯蔵・管理を目的とした施設の封印に用し 1られることから，行政的な役割i

コ
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を果たしていたと考えられ 容器等の封印に用いられた封泥よりも重要性が高いと捉えられて

し1る。その前提を踏まえ 3 ドア封泥に使用された頻度の高いモチーフがより な存在であっ

たとし，モチーフを階層別に分類している CFrangipane2007)。アスランテペ出土印影で提示

されたモチーフの階層化という考えの適否については留保を要するが，これまでにない斬新な

発想で、あることは評価に値する。確かに印章・印影に刻まれているモチーフは，数条の直線で

構成された単純な図柄から儀礼的な場面を精巧に彫刻した図柄まで多岐にわたる。その中で全

てのモチーフが並列的な機能を有していたとは考えにくい。モチーフが持つ意味を人間集団や

搬出元の情報として捉える研究は存在するが，モチーフ個別の意味や機能に立ち入った研究は

多くない。アスランテベの事例のように，印章が有する個別のモチーフに焦点を当てることは，

封泥システムを担った管;理者や交換者に触れていくために必要不可欠な試みで、あろう O

以上のように， 1=11章・印影の研究は P 形態の分類P 機能の復元 y 分布の考察といった多岐に

亙る視点から行われてきた。近年では南メソポタミアの発掘調査が滞っていることもあり，新

しく発摘された良好な出土コンテクストから新たに出土した資料に研究者の関心が集中してし

まうことが多い。そのような現状から， F-11章および1=11影が大量に出土した遺跡や良好な出土コ

ンテクストを有する遺跡を対象とした研究に特化してしまっているきらいがある。各遺跡単位

の印章研究は， 1=1l章の機能や使用法を詳細に解明していくには有効な研究戦略である。そのム

方で封泥システムの変遷や地域防の関係性を把握するには各遺跡から出土している既存の資料

を拾い上げ，基礎データの集成に努めてし¥く必要がある。

本稿はこのような現状を踏まえ》これまで蓄積されてきた資料やデータの集成と再考察を行

うことで， ウバイド、終末期からウノレク仁1]j~j までの Tlliアジアにおける印章の概111各を整理し直す。

ピットマンの研究により， 1日来よりも印章の概略は整理されたが，円筒印章出現以前の時期jは

し¥まだ修正の余地も多く，一定の理解がなされているとは言えない。本稿の目的は印章・ 1=1l影

が持っそチーフの数量的変遷，モチーフの焼刻化・複雑化，分布，彫刻l技法，出土コンテクス

トといった基礎データを整理し，議論の共通の土台とすることがねらいである O

ill. ED章極印影が有するモチーフの変遷

l.モチーフの分類

本章ではウノくイド終末期からウノレク 1=1=1J引の1=11

章・ 1=j]1!(;に見られる様々なモチーフに着陸し，そ

れぞれのモチーフを持つ印章および|弔影の特徴を

遺跡ごとに:lltll:Uし，その変遷を追っていく O

はじめに 11遺跡から出土したスタンプ印

775点， 1=IHi(; 509点について，モチーフの観点か

ら分類を行った。その結果，人物文 3) 四足動物

6 

四足動物文

植物文 抽象文 幾何学文 その他

第 21苅 モチーフの分類基準
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文，抽象動物文 4) その他の動

物文 3 植物文，抽象文，幾何学

文，その他の 8種類に分類する

ことができた(第 2図，第 2表)。

次節からはこの分類をもとにモ

チーフの変還を追ってし 1く。

2.モチーフの数量的変遷

モチーフの時期ごとの消長を

追うためには，本稿の対象とし

ている時期にかけて層位的にあ

る程度まとまって資料が出土し

ている遺跡を対象とする必要が

飯塚守人

100% 

0% 

ウパイド終末期
(N=72) 

ウルク前期
(N=44) 

ウルク中期
(N=17) 

人物文

趨四足動物文

磁抽象動物文

騒その他の動物文

盤植物文

鐙披象文

ロ幾何学文

磁その他

ある O したがって，ここでは良 第 3密 テベ・ガウラ出土印章におけるモチーフの数量的変遷

好な資料が得られた北メソポタ

ミアのテベ・ガウラと南西イラ

ンのスーサを中心に分析を行っ

ていく O

( 1 )テペ・ガウラ

テベ・ガウラでは印章 151

印影 308点が碑認され，それぞ

れ帰属層位が明らかにされてい

る。ここでは印章・印影に亥Ijま

れた，各モチーフの特徴を時期

ごとにまとめていきたい。今回

の分析では口スマンによる編年

をもとに浬層 XI A/B層をウバ

イド終末期，沼層-IXJ富をウル

0% 

ウパイド終末期
(N=131) 

ウルク前期
(N=136) 

ウルク中期
(N=40) 

箇人物文

題四足動物文

図拍象動物文

路その他の動物文

盟縫物文

図抽象文

ロ幾何学文

盟その他

ク前期LVllIJ書をウノレク中期とし 第 412I1テペ・ガワラ出土l=lJ影におけるモチーフの数量的変遷

て取り j及った (Rothman2002) 0 

第 31翠はテベ・ガウラ出土印章が有するモチーフの数量的変遷を示した。ウバイド終末期か

らウノレク前期jにかけて，印章の有するそチーフの主流は四足動物文および幾何学文である O し

かしながらウルク中期になると幾何学文の割合は急激に減少し， 12I1足動物文の割合が増加す一る

傾向が読み取れる。またテぺ・ガウラで、は抽象動物文が採用されていなかったことが窺える。

8 



西アジアにおける後期銅石器時代の封泥システム

次に第 41玄jはテベ・ガウラ出

土1=11影が有するモチーフの数量

的変遷を示している。テペ・ガ

ウラでは四足動物文を持つ印影

がウバイド終末期]にはすでに主

体であり，日寺期が下るにつれ，

その割合がさらに増加していく

傾向がみられる。その一方，印

の中で大きな割合を占めて

いた幾何学文を持つ印影はほと

んど雄認されていない。この印

章と印影におけるモチーフの割

合が一致しない事実は，ロス

マンも宇旨t高している CRothman

1994)。

( 2 )スーサ

スーサではスタンプ印章が

379点，手11影が 48点4在認され，

それぞれ婦j高層位が明らかにさ

れている。今回の分析ではスー

サ A期(ウバイド終末期)，スー

サ BJjJi (ウノレク前期)， スーサ

C 期(ウルク中期以降)として

取り扱った (Amiet1972)。

第 512{]はスーサ出土印章に友Ij

まれたモチーフの数量的変遷を

示したものである。スーサでは

ウバイド終末期において幾何学

文を持つ1=11章が多くの割合を占

幾
何
学
文

。%
ウパイド終末期

(N=189) 

ウルク前期
(N=27) 

ウルク中J羽
(N=164) 

人物文

飽Q:9足動物文

箆抽象動物文

霊童その他の動物文

盤織物文

8 抽象文

。幾何学文

鐙その他

第 51~1 スーサ出土手j]ittにおけるモチーフの数駒内変選

100% 

0% 

ウパイド終末期
(N=13) 

ウjレク前期
(N=34) 

第 61翠 スーサ 111土印影におけるモチーフの数量的変遷

めていたことが分かる O そして，

時期が下るにつれ，幾何学文は次第に減少していき， ウルク中期になるとモチーフの主体は四

足動物文や抽象動物文へと移り変わる。その中でも特に抽象動物文が採用されている割合が高

く，スーサ独自の傾向を表している。

第 61~はスーサ出土印影に刻まれたモチーフの数量的変遷を示したものである 5)。ウパイド、

図人物文

鐙四足動物文

鐙拍象lIliJ物文

塁塁その他の動物文

題植物文

包絡象文

口幾何学文

題その他
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間アジアにおける後期銅石器時代の封泥システム

終末期で見られた幾何学;文は，続くウルク前期iで、は確認されていないことが読み取れる O 一方

でウルク前期には》人物文や抽象動物文の割合が飛践的に増加していることが見て取れる。

( 3 )モチーフの選択的採用

前項までに述べたように， ウパイド、終末期においてテペ・ガウラやスーザーでは幾何学文がモ

チーフの主体の一つになっていた。しかしながら今回の分析でウルク前期以降，このモチーフ

が主体ではなくなることが明らかになった。テベ・ガウラやスーサで、は幾何午文に代わり， pg 

足動物文や抽象動物文が主体となっていったようで、ある。この傾向は他の地域で、U:l仁している

印章・ 1=11影にも当てはまるのだろうか。

第 7図は地域・ 11寺代月IJにまとめた印章.I=IJ影のそチーフの変選を示したものである。 南東ア

ナトリアやシリア， jLEjザグロスといった地域ではウバイド終末期において，幾何学文がモチー

フの主体の一つになっていることが見て取れる O 続くウルク前期やrjIWJでは，多くのJIsJ或で1m

足動物文が自立つようになり，幾何学文を有するI=IJ章・ 1=1]影がほとんどliYif，認されなくなる。}

のことからウバイド、終末期から

ウノレク仁!二1J事!は西アジアの広範11fl

で主流のそチーフが移り変わる

転換期であり，モチーフの選択

的採用 6)1J¥行われていたことが

想定される。

3.モチーフの規則化・複雑化

ウバイド終末期;からウルク lこ|こi

期にかけてのモチーフの数量的

変遷を見たところ) IZII足動物文

が11寺代を下るにつれ増加する傾

向が読み取れた。 1m足動物文の

モチーフは数量的に変化が見ら

れるだけでなく，モチーフの規

格化・複雑化が顕著である。ピッ

トマンはウノレク仁|二;:期の ~lヒメソポ

タミアにおけるモチーフの特徴

として) J二|マ・左右が対称的に

i雪とされた動物像や頚が交差する

ーー対の動物像をし¥た図柄を取

りあげている O このような規則

南東アナトリア|北メソポタミア i部ザグ口ス | 荷メソポタミア

ウ)~ク

前期

、ノ
パ
Uフ

化
一
則

チ

続
モのフ

化
一
刻

チ

規
モ

ウハイド
終末期 園調

デイI1ノメン

テベ 7際

テペ・ 15ウラ
X 1 AI日照

モチフの
mQIJ化

モチ フの
泌対i化

モチーフの
H1JjlJ化

ウ)~ク

中期

モチーフの
i先日IJ化

⑤ B1 ヌジ テッ口

ハジネビ 81 テベ・ガウラ \~II !ill スーザ仁

第 81玄I 1711足動物文、その他の動物文における

):JH~IJ化・複雑化の流れ
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飯塚守人

的な図柄はテベ・ガウラに代表される北メソポタミアの特徴であり，ウルク後期には南メソポ

タミアの円筒印章においても採用されたとしている (Pittman2001)。モチーフの規則化・複雑

化は基本的に 121]足動物文やその他の動物文で確認される。ピットマンの見解によれば，モチー

フの規則化・複雑化はウノレク中期以降の北メソポタミアで多数見受けられ，続くウノレク後期に

南メソポタミアにも伝播していくとされている。しかしながら各地域の報告書;や概報を洗い直

したところ，モチーフの規則化・複雑化の開始H寺期および南方への伝播の時期には再考すべき

点が多い。

第 8図は129足苦手j物文およびその他の動物のモチーフに克られる規刻化・複雑化の流れを示し

たもので、ある。これによるとウパイド終末期に該当するテベ・ガウラ刃 A/B層ではすでに規則

的に並んだ1m足動物文が見られる。また北方ウバイドE期(ウバイド終末期併行)のデイルメン・

テベ 7層で、は点対称に並べられた鳥類のモチーフが確認される。これ以外にもウバイド終末期

のスーサ A期からは四足動物や鳥類が点対称に配置された印章が出土している。これらの資

料はピットマンが述べた規則的な図柄がすでにウバイド、終末期には用いられていたことを示唆

するものである。続くウノレク前期になるとこのような規別的なモチーフはさらに増加し，モチー

フが対称的に並べられた図柄だけでなく， 2体のモチーフが交差した園柄が確認されるように

なる。テペ・ガウラXI層で見られる 2体の1m足動物文が交差した図柄がその好例と言えよう。

ウルクヰIJtJJになるとハジネビ B1やテベ・ガウラ噛層，ヌジ (Nuzi)，テッロー (Tello) やスー

サといった様々な地域で、規則的に並べられた図柄が確認されるようになる。特にテペ・ガウラ

ではモチーフを対称的に並べた図柄や 2体のモチーフを交差させた図柄が 四足動物文モチー

フ全体の約 3害IJを占めるようになる。さらにスーサやヌジ，テッローでは，新しい技法である

ドリリングによって彫刻された印章・ 1=1]影にモチーフを対称的に並べた図柄が自立つ。

モチーフの規則化・複雑化の動きはウパイド終末期から就にその兆候が見られ，その時期か

ら既に南方地域にも伝播していた可能性が高いと言える。したがって出来の理解を改める必要

性があると言えよう。モチーフの規刻化・複雑化の流れを概観すると，その変化は前節で述べ

たモチーフの主体が移り変わった時期と概ね合致する。モチーフの規則化・複雑化はモチーフ

の主体となった 121=1足動物文に多数認められることから，モチーフの選択的採用と何らかの相互

関係にあったことが想定される。モチーフの主体になった四足動物文において，モチーフの選

択的採用とモチーフの規則化・複雑化という 2つの事象が同時期lこ起こることは，それぞれ独

自に生じたものではなく， 1=1]章の機能に対し共通の意図を反映している可能性が高い。次宣告で

はウパイド終末期!からウルク [1]期にかけてみられるモチーブの選択的採用およびモチーフの規

則化・複雑化が行われた背景を考察する。

4. モチーフが有する'情報量

第 91}X!はウパイド終末期における，幾何学文の1=1]章の分布を示したものである。それ

12 



西アジアにおける後期鍋石器H寺代の封泥システム

Ni?
ーす

ユーフラテス許可

O 500km 

第 91z1 ウパイド‘終末期jの幾何学文を有するj=:jJIf'i.j::IJ影の分布j

によると，この時期に幾何学文を有する多くの印章が複数の遺跡で、出 i二していることが分かる。

各遺跡から出土している幾何学文の印章・印影には， I司ーのものや類似しているものが多数見

受けられる。近隣地域だけでなく，西アジア全体で幾何学文は似通ったものが使用されていた。

これは幾何学文について遺跡間で情報の共有があった可能性を示している。しかしながら幾何

学文は主に直線をいくつかの規則に従いながら彫刻したものであるため，その性質上モチーフ

の種類が限られてしまい，モチーフが偶発的に一致することも考えられる O したがって遺跡問

でモチーフの情報共有がなされていたと断言することはできず，現状ではモチーフの一致が情

報共有によるものか否かを判断するのは難しい。し¥オヰれの場合も，幾何学文の種類はある程度

限定されてしまうことは間違いない。

一方ウノくイド終末期からウノレク中期にかけて割合が増加する四足動物文ではどうであろう

か。第 10図はウパイド終末期におけるIITI足動物文を持つ印章-1=1]影の分布を示したもので、ある O

そこでは地域別にそれぞれ特徴的な四足動物文がみられることが読み取れる。 ~Hこ北方と南方

で、は四足動物を全く異なった絵柄で、拙jし¥ており，情報の共有はされていなかったことが想定さ

れる。一方，北メソポタミアのテペ・ガウラ，ニネウ、、エ，テノレ・アノレパチヤ (TellArpachiyah) 

で確認された四足動物文のモチーフはし 1すとれもIITI足動物の外形のみを描いており，類似性が際
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j 母ト
o 500km 

第 10図 ウパイド終末期の1m足動物文を有するI=P章・ 1=11影の分布

立っている。この 3遺跡で、は四足動物文についての情報共有がなされていた可能性は高いであ

ろう O 次にウルク仁!こ13引の分布を第 11図に示したが これを見ると各地域の特徴がより顕著で

ある。北方地域で、は従来の[11足動物の外形のみ1'6!}く図柄が主体となり，前節で述べたような規

則化された1m足動物文が増加する。南方で、は抽象的に拙かれたI!fl足動物文が増加し，さらにド、

リリングにより彫刻が}j色ーされた印章も多数見られるようになる。このように1m足動物文のモ

チーフは外形のみを描し¥たものや抽象的に描し¥たもの，規則的に並べたものといったように表

現方法が多彩であり，同じ四足動物文のヰiでも豊富なノくリエーションを持つことが分かる。

幾何学文と 1m足動物文におけるバリエーションの多寡は，各モチーフに備わる情報量;を左右

する。モチーフに備わる情報量とは， I=[]面がどの程度二の情報量を存することが可能であるかを

意味する。彫刻ノミターンが限定されてしまう幾何学文は伝達できる情報量が比較的少ない。そ

れに対し1m足動物文は多彩な表現方法を持つため，有する情報量が多くなる。したがって iつ

のそチーフ内 なバリエーションを持つ場合，そのモチーフに付帯できる情報量は多いと

いうことが言える O

3';j-泥システムにおいてモチーフのバリエーショ さがなぜ重要で、あるか。それは印章・

印1j診のモチーフが，封泥の)j包された物資における所有者や管理者を象徴していたとする考えに

14 
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o 500km 

第 111~1 ウルク中期の !2日足動物文を有する印章 .1::llj~の分イfj

起因する。物資の管理に封泥をj有し¥る|探，異なる所有者や管理者のモチーフが寸支してしまっ

た場合，モチーフが表わす人物の*ljl析が不可能になり，封泥システムは成立しない。そのため

モチーフにおけるバリエーションの豊富さは封泥システムにおける生命線とも言える。モチー

フの豊富さという視点からみると，主流モチーフの変遷は伝達可能な'1育報量が多い四足動物;文

を選択的に採用したとも捉えることが可能である。同様にモチーフの規則化・複雑化も印面に

より密にモチーフを彫刻することで， 1=11章のバリエーションの増加を図る手段の一つだ、ったの

ではないだろうか。

N. En章製作と封泥システムの組織化

1.新しい彫刻技法

ウノレク仁1::1期になると印章製作においてドリリングという新しい彫刻技法が採用されるように

なる。 ドリリングの採用は地域によって差違が確認される(第 11図)。 ドリリングは主にスー

サやヌジなどの南方地域を中心に認められる一方， ~Iと方地域で、は一部の遺跡;で、しか雑誌され

ない。北方地域で出土した例としては，南東アナトリアのハジネビ 81~~J に印章 i 点が確認さ

れている。ハジネどでは在地系文化と南方のウルク系文化が共存していたことが指摘されて

15 
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おり，後続する B2期にウノレク系の を持った印影が確認されるようになる (p出man2000ラ

Blackman 2000) 0 このf=j1章はその前段i諸に前方との関係があったことを裏付ける資料であるだ

ろう O また北メソポタミアのテベ・ガウラではドリリングにより製作されたスタンプ印章が i

骨製の円筒印章が i点出土している。ピットマンはこれをテペ・ガウラにおいて実験的に

製作されたものとして捉えており，北方地域が南方ウノレク文化の要素を選択的に取り入れてい

た証拠としている (Pittman2001) 0 新しい彫刻技法の採用の定着の仕方は，南北で異なってい

たのは明らかである O

1=11章の彫刻技法に関する研究は，円筒印章を対象にしたものが多い (Gorelickand Gwinett 

1992; Sax 1998;木i村2005など)。それらの研究によると，新しい彫刻技法を採用する要因は

f=j1章製作における「硬質な石料。の利用Jと「彫刻作業の効率化Jが考えられる。しかしなが

ら印章に硬質な石材が使用されるようになったのは前 2千年紀以降であるという指摘がある

(Gorelick and Gwinett 1992) 0 よってウルク中期に新しい彫刻技法が採用された主たる要因は，

「彫刻作業の効率化」とするのが適切であろう。彫刻作業の効率化を目的とした新しい彫刻技

法の採用から想定されるのは， f=i1章の大量生産，組織的な印章製作である。その背景にはウル

ク 1:I:J3~] に南方地域でf=rJ 章の需要の拡大があったと考えるのが妥当であろう。その一方で，同時

期!の北方地域では新しい彫刻技法の採用が顕著ではない。しかしながら前章で、述べた通り，モ

チーフの選択やモチーフの規則化・複雑化は見受けられる。北方地域で、は印章の効率的な生産

よりも， I=IJ章が有する情報量の拡大 いたためと考えられる。この事例からも

南方の優位:'I'~I:は認められず，北方地域独自の封泥システムをiiilf立させていたことが理角卒できる。

2.特殊な遺構への印主主.r:n影の集中

新しい彫刻技術の採用は，

地域によって差違がみられ

ることは前節で述べた。南

方地域では:ド、リリングが採

用された一方， ~!と方 }i出 j或で

はその存在が女iJられていた

にもかかわらず，積極的な

採用はなされていない。こ

こではドリリングが採用さ

れなかった北メソポタミア

のテベ・ガウラの事例を取

り上げ， ~!と方 j也JgJZの封泥シ

ステムの変遷の様相を探つ
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西アジアにおける後期銅石器時代の封泥システム

ていく。

テペ・ガウラではXUJ習(ウ

パイド終末期j)以降，ホワ

イト・ルームと 11乎ばれる公

共施設やドア封泥が 1:1=¥:::1こし

たことから倉庫と想定され

ている建造物が出現し始め

る (Toblar1950) 0 第 12I辺

はウバイド終末期のテベ・

ガウラ XIA/B J蓄の印章・ 1=1]

影の出土位置を示したもの

である。テル仁1]央に位置す

る円形建物のように一般住

j舌とは明らかlこ性格が異な

る遺構がみられるようにな

るが， l=fJ章.I=I-J影の集中的

な出土は確認されていない。

XA  層からIX層(ウノレク前

期j)では，一般の居住空間

と専業的な空間の分離が顕

第 131玄| テペ・ガウラ X!麗における印l'iJ~ . I=IJ影のよ1¥:1:位撹

になってくる (Rothman

1994)0 XJ雷では印章の廃

棄場と考えられている場所

から集中的に印影が発見さ

れた例はあるものの，出土

状況に前時代との大きな

霊童 Efl輩出土地点

/ 
)麗¥

OEfl影出土地点 ¥¥¥  

ぐ〉遺物渓棄場

A 四足動物文
を持つ印影

)'211¥ -

¥011¥ 

/ / 

/ 
/ 

/ 
/ 

10m 
tよみー~

違は見受けられない(第日 第 14区lテペ・ガウラvm!習における印章・ I=IJ影の出j二位置

図)。印章・印影が集落の至

る所に散在する状況からは，該当時期のテペ・ガウラにおいて特定の人物が集落全体の封泥シ

ステムを管理・運営していたと考えることは難しい。個人，家族， J隊能集団というようにどの

ような単位で封泥システムが運営されていたかを明らかにすることはかなわないが，不特定多

数の人物が封泥システムをそれぞれ利用していたと理解するのが妥当であろう。

しかしながらウルク中期のテぺ・ガウラvm層になると状況が異なってくる O このVIII層では前

11寺代と比較して大型の建造物が目立つようになる(第は図)。これらの遺構には出土遺物の分
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析からそれぞれ神殿や工房，倉庫といった機能が想定されているけ'oblar1950; Rothman 2002 

など)。ここで注目したいのは，し¥くつかの遺構に印章・印影の出土が集中している点である。

遺構の解釈についてここでは立ち入らないが，少なくとも一般住居とは性格が異なる遺構に封

泥システムに関連する遺物がまとまっていることは疑いない。前章で述べたように， ウルク中

期はI=~章が有するモチーフの選択がすでに行われ，使用されるモチーフが眼定されてきた時期

である O 先行研究が明らかにしているように，モチーフが封印の施された物資の保有者や管理

者を象徴しているのであれば，モチーフの選択的採用は封泥システムに関係する人物がli良定さ

れるようになったことを示唆している可能性が高い。さらに特定の遺構に印章・印影が集中し

ている状況は，特定の施設で封泥システムが運用されていたことを示唆している。これらのこ

とから前時代と比較し 封泥システムのある人間集団への集中や管理の強化が想定される。

V. 結論

本稿ではウバイド終末期からウルク中期までの印章・印影を集成し，モチーフの変遷や印章・

印影の分布といった基礎的データの概111各を示した。モチーフの数量的変遷ではウパイド終末期

までそチーフの主体の lつであった幾何学文がウルク前期以降減少する傾向にあり， ウルク仁|コ

期になると四足動物文の割合が増加lしていく傾向を捉えることができた。さらに1m足動物文モ

チーフを有する印章のt即JIIと併行するように，四足動物文の規則化・複雑化が西アジアの各地

域でみられ，従来の定説よりも早い段階からモチーフの規刻化・複雑化がはじまっていたこと

が明らかになった。モチーフの選択的採用や規則化・複雑化の背景には印章により多くの情報

を盛り込もうとする意図がみられる。

また，新しい彫刻技法の採用は南方地域を中心lこ確認され，そこには印章需要の拡大に伴う

組織的な1=1]章製作が想定される。一方で北方地域のテベ・ガウラではウルク中期に一般住居で

組織的・専業的な印章製作 限定された人物が組織的に

特定施設での物資管理 封泥システムを運営する形態の縦立

大抵のモノを符耳I!する必裂性 χ_/ ドリリングの探HJ
{二二二ご>

IWiえのi似拡大(南方地l波) I ¥ IW宇製作の効率化

M出のNillOシステムを _\_~C 特定施設での

総統・鰍(北方制)ーてて I~J本・ I~日影の~rjlが~Il\土

モチーフの

規l!IJ化・複雑化

IlJ l;~における

幾何学文の不在

第 15図 封泥システムの変遷のモデ、ノレ図
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はない特定の遺構から集[~二i 的な印章.F-P影の出土が確認される。モチーブの選択的採用と合わ

せて考えると，前時代と比較しより組織的，専門的な封泥システムの確立がなされたのであろ

う。南方地域と北方地域では明らかに採用されていた封j足、ンステムに差違が認められる。この

ことはウルク中期の南方地域に優位性を認めるかつてのモデ、ノレが，封泥システムの祝点からは

きないことを示している。

第 151~ は本稿で示したウルク中期までの封泥システムの変遷をモデ、ノレ化したものである。

ウノレク中期までに西アジアにおいてモチーフの選択的採用が行われ， 1=11主主が有する情報量の拡

大が図られた。北方地域では特殊な遺構において印章・ 1=1]影が集中的に出土していた事例を合

わせると，特定の人間集団が封泥システムを し，物資の管理体制を強化していったと考え

られる。封泥システムがある人間集団へ集中する背景に， f存分配を伴う Hl"J践活動が存在してい

たと仮定すると，北方地域の封泥システムは政治的・行政的な色合いを含むものであった可能

性が指摘できるかもしれない。それに対し，南方地域では新しい彫刻技法の採用から， I=P章の

大量生産，組織的な製作が示唆された。そこには大量の物資を管理!することに重点が控かれ

より経済的に特化した封泥、ンステムが発達していったことが読み取れる O 経済的に特化した封

泥システムが発達した背景には，人口の増加や管理を要する物資の拡大があったことがなl定さ

れる。このように封泥システムは各地域の社会構造の変化に準じながら，それぞれの社会にiiE宇

応していくようにその変遷をたど、ってきたと評fi!liできるだろう O

VI. おわりに

封泥システムは交換活動や貯蔵活動と直接的に結びついているため，当 II~i:の社会を従元する

上で有力な情報を我々に提示してくれる。しかしながら，かつては資料的な制約から，社会背

景にまで踏み込んだ研究を行うことが困難であった。現在は近年の発加調査による新資料の蓄

積や印影のJJ会土分析に代表される科学分析といった切り口を通して，その傾向は改善されつつ

ある。封泥システムを研究するにあたり，これまで多くの研究者が印章研究から経済活動への

言及を試みてきた。そのlやでも筆者が着目しているのは，経済活動において iつの封泥システ

ムがどのような範屈で機能していたかで、ある。封泥システムとは果たして一つの集落内で利用

されていたものなのか，または近隣地域を包括したものであったのか。もしくは遠隔地との交

易を視野に入れた西アジア全域で、共有されていたものであったのか。本稿が取り扱ったウパイ

ド終末期からウノレク中期を対象にすると，少なくとも近隣地域でモチーフの情報共有が行われ，

類似したモチーフを持つ印章・印影が利用されていたことが想定される O しかしながら実際に

遺跡、間同士の封泥システムの共有を実証するためには，ある遺跡で発見された印章・1=11影のモ

チーフが， fむの遺跡でも同様に確認されなければならない。 管見によると，現況ではそのよう

な事例は確認されていない。よって本稿では近隣の遺跡問でそチーフの情報共有が行われた可

能性を指摘するにとどめておくのが妥当かと思われる。封泥システムの機能した範囲は，経済
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活動が行われた範囲と直接的に結び付くため，今後取り組むべき課題であるだろう。特にウル

ク中期以降にみられるウルク文化の拡大の背景の一つに経済活動の活発化があげられている以

上，封泥システムの機能した範留を明らかにすることは重要である。

今後の課題としては封泥システムの大きな転換期となるウルク中期以降を視野に入れ，

を)]iJえていく必要性がある。ウノレク中期以降の大きな転換点の l つに p~街印章の発明があげら

れる。円筒印章の出現時期に関しては，近年の発掘調査であるテノレ・コサック・シャマリの例

を除き (Nishiakiand Matsutani 2001) ， ウノレク中期以降とする見解が一般的であろう。ウルク中

期以降の封泥システムを論じる上で、円筒印章は欠かせない要素であり，そのモチーフや分布の

整理が当面の課題になる。現在ではウノレク・エクスパンションとして広く理解されているウル

ク文化の拡大を検討していく上で， I=D章研究は経済活動の面から切り込む有効な研究戦略で、あ

ることは間違いない。いずれ封泥システムの視点からウバイドj札ウノレク期を通した経済活動

の復元に若手できるよう，さらなる基礎的データの蓄積に努めるとともに，新たな発掘調査に

よる新資料の発見に期待したい。

諸n手
本;稿を草するにあたり，指導教官の ~I~古木晃先生をはじめ，筑波大学先史学・考古学コースの教員の方々

にたくさんの御指導， 1u'jJ助言をi頁きました。また日本学術振興会特別研究員の長谷川敦章氏やj母森海笑 D氏

をはじめとする筑波大学先史学・考古学コースの方々には多くの御教示，御協力をH易りました。末筆なが

ら厚く御干し 1:1:1し上げます。

1) 1=1]]'需の出現時期に隠しては近年見直しが1j:{1られている。 ドゥイステラマートはシリアにおいて，初期の

印章・ I=IJ影の記:1処が出現するのは紀元前 7千年紀後半だったとしている (Duistermaat2010)。これはi弔意

が土器新石器II~î:代まで存在しなかったことを意味し，これまでの定説とは異なる見解である。 1=1]章の出

現期に関してここでは立ち入らないが，今後考察を重ねていくべき問題であろう。

2)加えてテベ・ガウラでは， I=I-J影のJJ台土分析が行われている。その結果， 1=11影が抑捺された封泥片にはガ

ウラ周辺の在地系の粘土だけでなく，明らかに遠方から搬入された粘土の存在が確かめられた。したがっ

て遠隔地との交易があった可能性も示唆されている (Rothman1994) 0 

3)人物モチーフは他のモチーフと混在することが多い。人物モチーフと他のモチーフが混在する場合，前

者が1=11í認に対してより広い国n~で iNíかれる場合がほとんどである。したがって今回の分析では人物文が

認められる全ての印章・印影を人物文に分類している。この方法はあくまで、便宜的なものであり，改善

を重ねる必要がある。

4);J"rll穿dfVJ物文は主にiJJ)足動物モチーフやその他の動物モチーフを抽象的に捕し、たものである。スーサ B邦i

で、みらオしるものがその典型にあたる(第 7図)。

5)本稿で、は点数が少なかったウノレク1:1こ1:W1の分析を見送っている。

6)印章に刻まれるモチーフにはあらゆるものが採用される可能性があり，ドIJ章出現以降，人物や1m足動物，

幾何学模様などがill:1Rされてきたと言える O しかしながら，ここで言うモチーフの選択的採用とは 3 ウ

パイ 1，'終末期lまでに←ー般化したそチーフから1::1l主主に採用するものを選別していたことを指している。
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飯塚守人

Sealing systems in明lestAsia the Late Chalcolithic 

nZUKA， I¥1orito 

Sealing systems were utilized as a security device and a means to restrict access to goods and 

buildings by means of a clay stamp seal motif covering containers and doors. The principal seal was 

comprised of a stamp during the transitional Ubaid (late自主hmillennium BC) to the Middle Uruk (middle 

fourth millennium BC). This paper proposes an amendment to previous theories of sealing systems by 

suggesting that quantitative transitions of motif， regularization， complication， distribution， engraving 

technique and context were in use. 

This research classified seal motifs and sealing into 8 types; humans， quadruped animals， abstract 

animalsラ otheranimals， plants， abstracts， geometric patterns and others. According to quantitative 

transitionsラ mainmotif changes occurred up until the Middle Uruk. Coincident with the main motif 

transition was the regularization and complexity of design. These transitions may indicate that the 

main motif was selected and then differentiated from previous designs. Furthermore， adoption of 

new engraving techniques as well as seals and sealing discovered in particular buildings suggest the 

establishment of a more efficient sealing system. 
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